
＜水球陣＞関東学生リーグ第２戦   

H27.5.17 対学習院大 ＠健志台プール  

東大     ６５２５ 計１８  

学習院大  ０２０１ 計３  

得点者：浪間(６)、池亀(２)、石田(１)、梶原(３)、藤目(１)、谷口(１)、山田(３) 

関東学生リーグ第２戦。初戦の一橋大戦での勝利の勢いをそのまま続けて、初戦と違ってコート

の広い長水路のプールでもしっかり実力を出しきって、勝利を手にして２連勝を勝ち取りたい。 

第１ピリオド  

下がって守る相手に対し、東大はプレスをかけて守ってカウンターを出して先取点を取る。その後、

退水を誘発してしっかりチャンスをものにし、ミドルシュートを決めるなどして得点を重ねていく。最

終的には相手に６点差つけ、試合の主導権を握った。 

第２ピリオド  

東大は序盤からカウンターで得点を積み重ねていく。中盤と終盤に相手のミドルシュートで２点を

取られたが、順調に東大は得点を取っていき、相手との点差を増やし最終的に９点差でこのピリ

オドを終える。 

第３ピリオド  

先取点を取って 10点差をつけた所で東大はスタメンからメンバーを変える。その後、東大はチャ

ンスこそたくさん作るが、退水のチャンスで１点決めた以外はなかなかシュートを決めきれない。そ

のため、このピリオドで取った得点は、前半の２ピリオドに比べて２点と少なくなった。 

第４ピリオド  

再びメンバーをスタメンに戻した東大は、石田がミドルシュートを決めてこのピリオドの先取点を取

る。その後、退水により引き起こされたピンチで失点したが、ディフェンスでしっかりとプレスをかけ

ることができたため、危なげなく守って攻撃に繋ぐことができ、15点リードを奪ってコールド勝ちを

得た。 

中盤流れが悪い場面があったが、全般的にプレスがかかっていたため、コールド勝ちという結果

を得ることができた。このまま、次の試合でも今回の試合で得ることができたよかった点と悪かっ



た点をしっかりと見直して残りの学生リーグの試合を勝ち、インカレの主導権を得たい。最後にな

りましたが、試合を観に来てくださった岩村さん、林さん、吉田さん本当にありがとうございました。 

（文責 有松大輔） 

 


